外来・通所リハ　チームカンファレンス記録
	平成　17年　5月　23日（月）

　　　　　　　司会　小田　朱里　　記録者　猿ヶ澤　正則

	院 長
	課 長
	外 来

室 長
	通リハ

室 長

	
	
	
	
	


	摩尼
	谷藤
	服部
	佐々木
	松林
	岡田
	木村
	江口
	下舘
	中居
	猿ヶ澤
	小田
	瀧澤
	金澤

	欠勤
	公休
	〇
	○
	○
	年休
	○
	欠勤
	○
	○
	〇
	○
	業務
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· solutions，for，wellnessは水曜日午後のデイケアのプログラムで「サンサン健康クラブ」として今後導入していく。

· ７月分プログラム担当者は5/24までに作成し、室長へ提出すること。

· 5/27、ＳＳＴの勉強会が行われる。（17：30～18：30、4Fユーティリティー）時間の合うスタッフは出来るだけ参加すること。

· 堀内　泰子様～5/25、10時デイケア見学予定。62歳、統合失調症(妄想が主訴)。本人様・息子様・病院ＰＳＷで来所予定である。本人の情報として、退院後は長男と河原木にある実家で2人暮らしの予定。主治医（川端先生）・家族の意向として、日中の過ごす場所を目的としている。
＜外来より＞

· 我満　奈津紀様～日曜日の食事でカレーとラーメンを一度に食べ、食べ過ぎの為嘔吐したとのこと。日中の生活については「寝ないで頑張って起きているようにしている。」と話され、主治医よりもこの調子で生活リズムを崩さないようにと説明されている。

· 大下　良悦様～主治医より服薬はキチンとおこなっているか聞かれると「きちんと飲んでいます。」と話される。服薬はキチンと行うよう繰り返し主治医より説明されている。

＜利用者様情報＞

· 川口　八寿子様～スタッフへ「歌を歌うと左耳にだけ、二重合唱の様に聞こえてくる。」との訴えあり。詳しく伺うと普段の生活の中ではこのようなことはなく、壁に向かって歌の練習をしているときに左側から二重合唱の様に聞こえるとのこと。スタッフより壁で声が反響して聞こえるのではないか伝え、様子を見ることとしている。

· 秋山　和子様～最近頻繁にスタッフへ「今年のお盆はデイケアやっているの？お父さんの初盆だから休みたい。」と話される。スタッフよりお盆のハッキリとした予定はまだ分からないが、そういう理由であればデイケアを休めることを説明しているが、本人様なかなか理解されない。今後も繰り返し本人様へ説明していく事とする。

· 長瀬　紘一郎様～来所後スタッフへ「今日飲む薬はあるが、明後日飲む昼の薬が一つ足りない気がする」と話される。その為、明日家にある薬を全部デイナイトケアへ持参して頂き一緒に確認することとする。もしも残包が合わない場合は、主治医、薬局へ説明し処方していただく事も出来ることを本人様へ説明している。

＜ケア会議報告＞　

【対象者】デイケア　清川　厚子様(50)　　心因反応・精神遅滞

【日時】平成17年5月20日（金）16：00～

【現状】　全身に白癬が見られるなど保清面に問題が見られ、デイケア・訪問看護で対応しているが、拒否されることが多くなかなか改善されない状態が続く。

5月13日、ケア会議での検討の結果、主治医より紹介状作成していただき、デイケアスタッフ付き添いの下受診することに決定する。

5月18日・19日デイケアスタッフの付き添いにより、北村皮膚科受診。頭部・手指、頚部周辺に白癬あるとの診断を受けている。頭部以外は軟膏処方され自宅で塗布するようにとの指示あり。頭部は3～4日受診し処置することで治るとの説明あり。

5月20日、訪問看護の際に頭部の処置部位を自宅にてオリーブ油・シャンプーにて洗うようにと北村皮膚科より指示あり。訪問看護時に自宅にてスタッフの支援のもと実施している。

5月21日皮膚科受診行う予定としており、旦那様には付き添いの依頼をしている。　

【問題点】身体保清の困難さ

【対応策】①各部署スタッフ各々から頭部白癬が改善しつつあること、外観の変化について評価する

　　　　　②入浴や治療の継続をしなければ白癬が再発することを伝え、必要性を説明する

　　　　　③洋服や化粧などに関心を示す為、デイケアでは通所時に化粧をすることを勧めたりし、

　　　　　　外観に興味を示すように促していく

【その他】次回、6/3（金）ケア会議予定。

＜ナイトケア利用者様検討＞

森田　清助様～最近「お金がない」と話しナイトケアを休みがちである。体調不良の訴えによる欠席も増えてきている。生活保護申請中であり、市役所の職員によると「6月頃からお金がおりる予定である。」とのこと。雇用促進事業も終わり、日中の時間を持て余している可能性がある。現在休む日はナイトケアに必ず連絡は行っている。

【今後の対応】

· 青明舎への情報提供を今まで以上に密に行ない、このまま通所されない状態が続くようであれば必要に応じて訪問を依頼していく。

· ナイトケア利用時に、本人様への声掛けを頻繁に行い、現在の本人様の状況把握を徹底していく。またその都度各関連機関へ情報提供を行っていく。

山田　健次様～以前から訴えのある膝痛のため、ナイトケアを欠席する日が多くなってきており、欠席時の連絡が無い日も見られている。5/19ナイトケア利用時「毎日の通所だと、膝がつらい為、月・水・金での通所も考えている。」とスタッフへ話されている。スタッフより整形の受診を勧めているが本人様は「面倒だ」と話されなかなか受診されない。

【今後の対応】

· 繰り返し整形受診を勧めていく

· 本人様利用日の検討を行っているため、利用回数を減らした場合のメリット、デメリットを明らかにする。

· もし利用日の変更を希望する場合、まず本人から主治医へ相談する様に促す。同時に本人から伝えられない場合も考えられる為、主治医へは事前に情報提供を行っておく。




















































